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内部被ばく検診結果報告におけるケア実践の相互行為分析 
Practices for explaining the test results of internal exposure to 
radioactive materials 
 
須永 将史・黒嶋 智美 
SUNAGA Masafumi, KUROSHIMA Satomi 
 
This paper examines the interactional organizations of test result conference between 
doctors and examinees on the internal exposure to radioactive materials. In the first chapter, 
it sheds light on the ways in which doctors project and preempt the upcoming bad news and 
reorder the overall organization of the conference in order to mitigate the examinee’s 
displayed worries. The second chapter describes the practices used by doctors to inform the 
examinees of the medical interpretation for the test results, and discusses the doctors’ 
orientation to the examinees’ knowledge status. 
 
キーワード：相互行為分析（Conversation analysis）、医療ケア（Care in medicine）、
教示（Instruction）、東日本大震災（the Great East Japan Earthquake）、内
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－ 10 － 
いて、「結論」を先に言ってしまう例を見てみよう。断片(1)は、結果報告が開始した直後





01 医 師:→ 変化がここ 1 年なかったという事が結論なんですけ[ど 
02 患 者:                         [↑あ:そうですか 
03 医 師:  え:実際の写真で見ますと 
04      (0.4)((医師は写真を選び始める))  


















01 医 師:  え: >ちょっと長い 名前なんですけど< 抗甲状腺ペルオキシダーゼ 
02      抗体ってのがあるんですけど 
03 患 者:  はい 
04 医 師:  これが <軽度>上昇している 軽度- え:: ま: s- 僅かですけどね 
05 患 者:  はい 
06 医 師:  え: 高値を示している [と言う結果でした] 
07 患 者:             [は:       ]は:そうなんだ 
08 医 師:→ 特に[放射線とは   ]関係ありません 
09 患 者:→   [高い値なんだ ] 
10 患 者:  あ 
～3 行削除～  
14 患 者:  放射:線 とは 関係:[ない 
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－ 11 － 
15 医 師:           [うん 関係 ない で すね 










という程度について、医師はすぐに続けて「 軽度- え:: ま: s- 僅かですけどね」と言い換
えている。それがどのくらい問題をはらむ程度なのかという可能性に対し、問題がないこ
とを伝えることがより明示化された表現（「ま:わずかですけどね」）が与えられている。 






















26 患 者:  そ:ゆ: 経過が あったんで ごめんなさい 
27 医 師:→ はい ま 結論からじゃ(h): 言いますと↓ね: 
28 患 者:  はい 
29 医 師:  現在は全く心配なし 
－ 12 － 
30 患 者:  はい  
～10 行削除～  
41 医 師:  全く心配なし 
42 患 者:  はい  
43 医 師:  え: 放射能の 影響が 甲状腺に出てるような [結果はなしです 
44 患 者:                       [うん 
45      (.) 
46 医 師:→ [ただね  あ][の: 放射能とは関係ないんだけども  
47 患 者:  [そ::です k- ][はい 
48 医 師:→ え: 甲状腺の中にですねこういう形してんですね甲状腺てね 
～13 行削除～ 
63 医 師:→ 簡単に言うと水泡のようなものです 誰でもできるし: できては消える  
64      可能性もあるし放射能と全く関係ないし将来癌化することもありません 
65      (.) 
67 患 者:  °そうですか° 
 
まず、27 行目で、「はい ま 結論からじゃ(h): 言いますと↓ね:」と切り出され、「全く心
配なし」と述べられる。その後、10 行削除の場面では、どの写真を見るかについてのちょ
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上発話をせずに、医師からの続きを予示しているようである（0.6 秒の沈黙（7 行目））。 
 
 
－ 14 － 
(1) [bs1 04:02] 
1  医 師:   ん hh で↓す .hhh で::_ (p) 結果から言うと: .h <母にゅうも 
2        おかあさんからも(.) 双子ちゃんから↓も↑だれから↓も: 
3        その放射性セシウムちゅう[のはけんしゅ↓つしま- せんでした:> 
4  母 親:               [あはい, 
5        (.) 
6  母 親:   あ はい, ((うなずいて検査結果用紙を見る)) 




















8  医 師:   んん:: で (.h) ↑いちおうあの:: んん h ん おかあ↓さん: 放射せい 
9        カリウムって↓知ってます↑:? 
10 母 親:   (0.4/.pth) 
11 母 親:   <ちょっと> <<来るまえには勉強しては>> <来たん'> 
12      ↓で s' け↓↓ど なにがなん' ↓だかさっ↑ぱり [わから↓ないで↓↓す(h)= 
13 医 師:                      [(°°               °°) = 
14 母 親:   = [ .h e h ]  hhhh 
15 医 師:   = [(°°  °°)] 
16 医 師:   °°ん[まあ なかなかね↓ちょっと]°° 
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1  医 師:   ここの半年間↓ぐら↑い? 
2        (.) 
3  母 親:   °ん° 
4  医 師:   い:ち年でもいい↓けど: 
5  母 親:   は_い_, 
6  医 師:   おかあさん色んなも↓の食べたり:: ↓とか: (.) のんだ[りとかす[ったり= 
7  母 親:                         [ん:ん_  [はい 
8  医 師:   =とか↑すると思うけ↓れ↑ど: .h その中で:: からだに放射性 
－ 16 － 
9       セシ↓ウムがどんどんどん体のなかにはい↑ってきてるって 
10     → いう状態ではない<って↓ことや↑ね 
11 母 親:   あ はい, 
12       (.) 
13 医 師:   w- わか- わか[る? 
14 母 親:          [↑んん ↓んん 
15 医 師:   ん:[:ん 入ってきてたらだってんん] ↑°°ね°° 
16 母 親:      [(↓だいじょぶです，だいじょぶです)] 
17 医 師:   それがはいてきてないっちゅうこと↓がわかる↑か↑↑な:と[いうふうに= 
18 母 親:                            [h はい 
19 医 師:   = 思い↓ます↑だから: .h いまのその<日常生活を続けていて:> 
20       (1.4)                                                    (09.36) 
21 医 師:   <からだのなかに [放射性物質がいっぱいどんどん入ってきて↑’る = 
22 母 親:           [ん::ん_ 
23 医 師:→  =っていうじょう[たいじゃないよう↓って[°ゆ'° 
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[  言葉の重なりの開始。 
]  言葉の重なりの終了。 
=  イコール記号でつないだ部分が間隙なく発されていることを示す。 
(数字) 沈黙をコンマ一秒単位の長さで示す。 
:  直前の音の引き延ばし．その個数により相対的な引き延ばしの長さが表現される。 
-  直前の音が中断されていることを示す。 
.  直前の音が下降調で発されていることを示す。 
,  直前の音が継続を示す抑揚で発されていることを示す。 
?  直前の部分が上昇調で発されていることを示す。 
°文字° 囲まれた文字が相対的に弱い音調で発されていることを示す。 
文字 下線を引いた文字が相対的に弱い音調で発されていることを表す。 
hh  h は呼気音を，h の個数はその相対的な長さを表す。 
.hh  ドットに続く h は吸気音を，h の個数はその相対的な長さを表す。 
文字(h) 文字が呼気音とともに発されていることを示す。 
>文字< 囲まれた文字が相対的に速く発されていることを示す。 
<文字> 囲まれた文字が相対的に遅く（ゆっくりと）発されていることを表す。 
(文字) 丸括弧内のもにの聴き取りに自信が持てない場合の表記。. 
 
